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はじめに

本稿は,十 勝農業の歴史を農畜産物生産量のグラフから概観 してみようと企画したものである。グ

ラフのデータは,平 成8年 度か ら平成12年 度まで帯広百年記念館の郷土史調査員であった井上寿が

執筆し,平 成13年 度以降,そ の原稿の整理を進めてきた 『十勝農 業史』に所収されている統計値を

もとにしている。

また,グ ラフに表現 されている生産量の推移についての理解を助けるために,『十勝農業史』より

関連する事項を抜き出し,要 約した ものを併記 した。今回は作物のうち,蕎 麦 ・玉蜀黍 ・豆類 〈大

豆,小 豆,菜 豆,碗 豆〉を取 り上げた。

グラフの見方

『十 勝農業 史』 に所収 され て いる農業 生産 量 の統計 値(明 治29年(1896)～ 平成10年(1998))

は,井 上氏が様 々な資料を参 照 し,ま とめた ものである。本稿で は,井 上氏が参 照 した統計資料を も

とにデー タを整理 し,グ ラフ化 した。

グラフは,北 海道 と十勝管 内にお ける作物の作付 面積 と収量 を折れ線 で表 したものである。線 が途

切れて いる箇所は,デ ータがな い年である。 また,作 付面積の推移 に関 して理解 を深めていただ くた

めに,主 な出来事 をグラフ中に併記 した。

統計資料は,帯 広統計 ・情報セ ンター(旧:帯 広統計情報事務所)に あるもの を参考 とした。ただ

し期間によって異な る資料 を使用 しているため ,単 位や調査基準が異な る。本稿の最後 に掲載 してい

る統計表 に,出 典(下 記参照)を 明記 して いるので ,細 部 に関 しては留意する必要 がある。作物の種

類によっては統計資料が見 つか らず,グ ラフ化 されていないものもあるが,ご 了承 いただ きたい。

《出典》 b

g

h

I

北海道農林水産統計50年 の歩み 農林水産省 北海道統計情報事務所 平成9年12月

累年統計表 日高 ・十勝 ・釧路の作物統計 農林省帯広統計調査事務所編1970年

日高 ・十勝 ・釧路 農作物累年統計 農林省帯広統計事務所 昭和51年3月

累年統計一作物編一(日 高 ・十勝 ・釧路)農 林水産省帯広統計事務所 平成7年3月

《凡例》b:「 一」事実のないもの

g:「 一」該当数値のないもの

h:「 一」該当数値のないもの
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十勝農業の概要一作物(2)雑 穀類 〈蕎麦〉 一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第5節 稲類 より

は し ゅ

蕎麦は痩せた土地で栽培可能で,連 作に耐え,播 種か ら収穫までの労力もかか らず,100日 ほどで
しんこんち

収穫できるため新墾地に適した作物である。そのため入植当初から,自 給用作物あるいは救急作物と

して全道各地で栽培され,十 勝 ・根室 ・釧路 ・上川 ・石狩の順で作付面積が多かった。 しかし蕎麦は

主食ではな くあ くまでも不作年の代用食だったため,開 拓の進行とともに他 の作物栽培が有利な

箔緩望地帯では蕎麦の作付けは減少した。第二次世界大戦終了時まで,山 麓 ・高台において自家用食

糧作物 として作付けされていたが,戦 後,食 糧事情が良くなるにつれて作付面積は減少していった。

とうもろ こし

十勝農業の概要一作物(2)玉 蜀黍 一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第5節 雑穀類 ・第8節 野菜類 ・第ll節 飼料作物 よ り

〈北海道〉玉蜀黍の栽培は,明 治初期に開拓使がアメリカか ら種子を輸入 したことか ら始まった。開
ば ひえ あわそ

拓 当初は,風 土 によ く適 した こともあって麦 ・蕎 麦 ・稗 ・粟な どとな らんで主食 とされ,作 付面積 は

順 調に増加 した。 このほかに,戦 前は子実 と茎が鶏 ・馬 ・乳牛 の飼料 に,戦 中は穂 の芯が軍用機の燃
ふうじょがき

料原料に,ま た冬期 には風除垣 に と様 々に利用 され,重 要な作物 の一つであった・戦後は生食用のス
みつじょうぞう ほ うひ

イー トコーンの需要が急増 し,作 付 けが広が っていった。一・方で従来 の玉蜀黍は密醸造や穂 の包皮が
ぞ う り

草履 に使われ る こともあったが,豊 凶の差 が大 き く収穫 の機械 化がな されなか ったため,昭 和30年

(1955)代 には姿 を消 した。なお,ス イー トコー ンは昭和46(1971)に 輸入 自由化が されている・

サイ レージ用玉蜀黍 は明治末期～大正初期 に先進酪農家がアメ リカか ら輸入 した種子 が一般 に普及

したもので,作 付け当初 の主体は道央 ・道 南の酪農地帯であ り,作 付面積 は乳牛の頭数に比例 して増

えていった。 しか し,玉 蜀黍栽培 の技術 は牧草 に比べて機械化が遅れた ため,昭 和30年 代後半か ら

作付面積は停滞 した。 この頃か ら家畜飼料は大部分 をアメ リカか らの輸入 に頼 るようにな り,サ イ レ

ージ用玉蜀黍 の価格 はア メリカ の社会 ・経済状況 に大き く影響 され た ことか ら,政 府 は昭和37～41

年(1962～1966)に,ト ラクター,シ エ ラの補助,一 一代雑種 品種 の普及,栽 培技術 の浸透な どの玉蜀

黍生産技術改善普及対策事業を行 った。 しか し,玉 蜀黍は他 の作物 に比べて経済性が劣 るため作付面
たいとうふく

積は減少 し続 けた。その後,ハ ーベスタ(収 穫機)と 耐倒伏性 品種 の普及や,サ イ レー ジ用玉蜀黍の

高栄養性 ・産乳効果 の認識 が高まった ことによ って作付面積 は増加 に向かい,昭 和49年(1974)以

降 は 自走式ハ ーベスタの導入 によ りその伸びは著 しくなった。昭和55年(1980)年 以降は減少傾向

にある。

ばんせいしゃ

〈十勝〉十勝 における玉蜀黍 の栽培 も開拓 と同時に開始 されて いる。 明治17年(1884)の 晩成社 の記
は し ゅ

録に 「4升7合 を播種して4石1斗5升 を収穫し(栽 培面積は不明),補 食用としておおいに役立っ

た」 とあり,開 拓農民にとって重要な食糧作物として作付けは急速に広がった。第二次世界大戦が始

まると航空機i燃料の原料としての需要が増加 し作付けの奨励が行われたため,昭 和20年(1945)の

終戦時まで作付面積は高く保たれていたが,終 戦とともに減少に転じた。その後,戦 後の経済混乱が
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お さまった昭和30年 代 に入 ると畜産業 の伸展 にともな って家畜飼料 として需要 が高ま り,作 付 面積

は再び増加 に転 じた。昭和41年(1966)か らは全購連(現 全農)が 国内の 自給率 を高め るた めに十

勝管 内に玉蜀黍集中指 導集落 を設置 し,十 勝農業協 同組合連合会が事業 を担 当,十 勝農試が技術指導

を した。事業は約1ヘ クタール/戸 の作付けを行 って いる農家5戸 を1集 落 と し,各 集落に ドライケ
ージ ・ハスカ ・シエ ラな どを貸与

,生 産 した玉蜀黍 は輸入価格 と同額で 買い上げ るとい うもので あっ

た。豆 の作付け率が高 く地 力低下が問題 となって いた十勝では とて も魅 力的な事業であ り最盛時 には

10農 協 が参加 したが,他 の作物 に くらべて経済性が劣 るため しだ いに縮小 し,昭 和47年(1972)を

もって 中止 された。

スイー トコー ンについては昭和3年(1928)に 十勝農試が初試験 を行 ない,昭 和24年(1949)に

は 日本缶詰株式会社が帯広市 において契約栽培 を開始 した。そ の後,食 生活の変化 に ともな うスイー

トコー ン缶詰 の需要増や,昭 和44年(1969)以 降のスイー トコー ンハーベス タの導入 によって栽培

面積が大幅 に拡大 し,し だ いに畑作農家 の輪作体 系 に定着 して いった。昭和50年(1975)以 降 は缶
けいよう

詰の消費需要がさらに増えたため作付けも増加し,倒 伏防止のための茎葉切除作業機の導入など機械

化の進展もあって十勝の輪作体系に定着していった。十勝の主産地は芽室町で,つ いで帯広市 ・音更

町 ・幕別町 ・士幌町などが続 く。

いんげん えんどう

十勝農業の概要一作物(2)豆 類 〈大豆 ・小豆,菜 豆 ・碗豆〉 一

井上寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第4節 豆類 より

【大豆 ・小豆】
お しまこく

<北海道〉大豆 は永禄5年(1562)に 渡島国亀 田郡亀 田村(現:函 館市)に お いて,小 豆 は元 禄8年
ひ や ま しりべし

(1695)以 前 に松前 にお いて栽 培 された 記録が ある。それ 以降は,日 高地方,檜 山地方,後 志地 方,

札幌地方へ と拡大 し,栽 培 が容 易なため幕末期 にはさ らなる広が りをみせた。
み そ しょうゆ

大豆はもともと主食の補完や味噌 ・醤油 ・納豆などの原料,家 畜飼料として需要が高い作物で,北

海道の大豆の作付面積は開拓の初期から急激に増加 した。明治中頃になると中国や朝鮮から大豆の輸

入が始まったが,北 海道産の大豆は品質 ・風味ともに外国産よ りも優れてお り,す ぐに作付面積に影

響することはなかった。 しかし,し だいに価格の安い外国産の割合が増え,さ らに第一次世界大戦中

は輸出農産物である菜豆 ・碗豆 ・馬鈴薯の作付け増加も重なり大豆の作付けは減少に向かった。大戦

後は,菜 豆,碗 豆の作付け激減と,肥 料や家畜飼料となる大豆粕の需要の高まりによって大豆の作付

面積は再び増加 し大正10年(1921)が ピークとなった。その後,中 国方面か らの輸入増によって作

付けは一時減少したが,大 正末期から回復した。第二次世界大戦に入ると労働力と資材不足による耕

地の荒廃によって作付けは減少したものの,大 戦後は,政 府が食料不足を解消するため有利な統制価

格を与えたことか ら作付面積は増加に転 じた。その後作付面積は,小 豆 ・菜豆 ・碗豆 との兼ね合いで
わ い か

変動 しつつ,昭 和36年(1961)の 輸 入 自由化 を境 に激減 し,加 えて,冷 害や ダイズ綾化 病 の多発,

交付金基準価格 の減額によって作付面積の減少に一層拍車がかか った。

小豆 は大豆 に比べて冷霜害 に弱 く,栽 培 に多 くの 日照時間 を必要 とし,さ らに価格変動が大きいな

ど作付 けにお いてマイナス 面が多 いが,製 餉 ・製菓原料 として の需要 が大 きいた め作 付面積 は明治

31年(1898)以 降順 調 に増加 した。そ の頃の主産地 は空知 ・上川地方 で,そ の後,作 付 けは十勝地

方 へ移 っていった。 明治39年(1906)以 降は開拓移民 をは じめ とした人 口の増加 による小豆の消費
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増加 にともない作付面積は急増 したが,第 一次世界大戦が始 まる と大豆 と同じく,中 国 ・朝鮮産 の輸

入 の増加 と,菜 豆 ・碗豆 の作付け増加 に押 され作付面積は一時減 少,大 戦後は上昇 と下 降を繰 り返 し

た。第二次世界大戦が始 まる と食料源 とな りに くい小豆の作付けは再び著 しく減少 したが,大 戦後 ,

商 品作物 として販 売価 格上相 対的 に有利 な小豆 の作 付 けは急激 に増加 した。 昭和50年(1975),51

年(1976),55年(1980),56年(1981)は 冷 害 ・水 害 によ り作付 けが減 少す るな ど,気 候 による影

響 も大きい。

ばんせいしゃ

〈十勝〉大豆は明治4年(1871)に 静岡藩入植者が大津近辺で栽培 した記録 が残 ってお り,晩 成社 は

明治16年(1883)に 栽 培 を開始 して いる。明治30年 代 にな る と十勝 は大 豆の主産 地 とな り,明 治

35年(1902)に は十勝 の畑面積の49%を 占め,重 要 な商品作物 として扱われ るよ うになった。 しか

し大正時代 に入 る と,輸 入大豆 の増加や,菜 豆 の作付 け増加 に押 され ,十 勝 の作付 面積 の割合は10

～20%へ と低下 した。その後,昭 和12年(1937)に は十勝が全道作付面積 の50%を 占めるまで に作

付 けは回復 した ものの,第 二次世界大戦 中は減少 に転 じ,昭 和36年(1961)の 輸入 自由化では さ ら

に激減 した。

十勝で の小豆 の栽 培は,明 治16年(1883)の 晩成社 による ものが最初であ る。主産地は 当初,空

知 ・上川だ ったが,第 一次世界大戦後 に十勝が道 内一 となった。 しか し,昭 和12年(1937)こ ろ に

な ると食糧作物 の作 付け に押 され,小 豆 の作 付けは全道的 に減 少へ向か った。それ に加 えて昭和28

年(1953)に 起 こった冷害 と台風 による凶作で北海道 全体 の小豆 の収量は激減 したが ,逆 にその価 値

は高 ま り,「 赤いダイヤ」 とよばれ1俵1万 円という高値で取 引されるよ うにな り,作 付 けは再び増

加 へ向かった・ 昭和41年(1966)に は十勝 の作付 面積 は過去最大 とな り全道作付面積 の52%を 占め

たが,昭 和46年(1971)よ り,空 知 ・上川地方 にお いて稲作か ら小豆 への作付け転換 にともな って

十勝 の作付 け割 合は減少 した。 昭和55年(1980),56年(1981)は 冷水 害が起 こり,作 付 けは さ ら

に減 少 したが,昭 和57年(1982)か ら耐冷性 ・多収 のエ リモ 小豆 が普及 した ことと,小 豆の作付 け

が奨励 された ことを機iに昭和58年(1983)よ り再び増加 に転 じた。そ の後 ,昭 和60年(1985)に 道

農協畑作対 策本部が計画 的生産 を目指 して出 した 「畑作物作 付指標」 によ り作 付けは安定 した もの

の,平 成元 年(1989)と 平成2年(1990)の 大 豊作 では在庫 が過剰 にな り25%の 減反 が行われ た。

平成5年(1993)に は大冷害の影響 で価格が史上最高の1俵9万 円を超えたため,価 格 の安 い中国産

輸入小豆 の利用が広 まっていった。

【菜豆 ・碗豆】

〈北海道〉菜豆,碗 豆は明治初期に海外から種子が輸入され,札 幌農学校も試作を行っていた。しか

し,明 治初期は大豆 ・小豆に比べて菜豆,特 に碗豆の栽培は少なかった。明治19年(1886) ,北 海道

庁設置以後は各地の農事試験場で試作が行なわれるようになり,道 南地方か ら日高 ・道央さらに道

東 ・道北地方へと作付けが広がっていった。第一次世界大戦に入ると,海 外からの需要も高まり作付

けはさらに増加 したが,戦 後はアメリカにおける関税の値上がりやヨーロッパ産 との競争のため輸出

が減少し,そ れとともに作付面積も激減 した。その後,大 正11年(1922)の アメリカでの菜豆の不作

と関税低下などによる輸出の増加により回復したが,第 二次世界大戦が始まると農産物の外国への輸

出停止,政 府による価格統制,食 料源 となる大豆の生産に代わ られるなどで,再 び作付けは減少した。

菜豆については,戦 後,海 外輸出が再開され,小 豆とともに販売価格上相対的に有利なため作付け
へいがい

は回復をみせたが,同 時に過作などの弊害も出てきたため,昭 和40年 代に日本豆類基金協会によっ

て豆類の生産調整が行われた・さらに,安 価な外国産が増加したことによって菜豆の作付けは減少に

転じた・昭和53年(1978)全 道農協組合長会議で中央会策定の 「北海道農業確立目標」が承認され,
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供給過剰 と暴落に対応するため菜豆のさらなる減反目標が出されている。

碗豆は菜豆よりも早くに作付けが減少したが,そ の理由としては,冷 害に強いものの成熟期の湿害

に弱く価格の変動幅が非常に大きい,さ らに同一の畑では次に栽培するまでに7年 以上の期間を空け

なければならないなどがあげられる。

とかちこくさんぶつ すずきじゅうたろう

〈十勝〉 明治11年(1878)の 「十勝…国産物」,明 治15年(1882)晩 成社の鈴木銃太郎 の 「帯広村滞留

誌」 に菜 豆の栽培記録がある。 大正4年(1915)の 十勝の作付面積 は北海道全体 の9%だ ったが,そ

の後増加 し,大 正7年(1918)に なる と北海道内で最 も多い作付面積 を占めるよ うになった。一一時減

少 したものの,昭 和5年(1930)か ら昭和15年(1940)ま では再び増加 に向か い,安 定 した。昭和

20年 代以降は十勝 と網 走が主産地 とな り,そ の後 の動 向は北海道全体 と同様で ある。

碗豆 について も北海道全体の動向 とほぼ 同じで,開 拓 とともに作付面積が増加,さ らに第一次世界

大戦で価 格高騰 によ り急増 した。その後 も作付面積 の増加傾向は しば らく続 いたが,第 二次世界大戦

で輸 出が途絶えたため激減 した。戦後 は国内の需要 の高 まりによって増加 に向かったが,主 産地は網

走 と上川 に移 り,十 勝 の作付 け割合 は昭和35年(1960)に は全道 の12%ま で落 ち込んだ。加えて,

栽培管理 と収:穫作 業の機 械化が困難な ことか ら減少 し続 け,昭 和51年(1976)以 降作付けの記録は

ない。
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表1:蕎 麦の作付面積 と収量

年 年次 北髄の鮒 け面積(ha)十勝の作付け面積(ha)北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典

1896明 治29年
1897明 治30年

1898明 治31年
1899明 治32年

1900明 治33年
1901明 治34年

1902明 治35年
1903明 治36年

1904明 治37年
1905明 治38年

1906明 治39年
1907明 治40年
1908明 治41年

1909明 治42年

1910明 治43年
1911明 治44年

1912大 正1年
1913大 正2年

1914大 正3年
1915大 正4年

1916大 正5年
1917大 正6年

1918大 正7年
1919大 正8年

1920大 正9年
1921大 正10年

1922大 正ll年
1923大 正12年
1924大 正13年

1925大 正14年
1926昭 和1年

1927昭 和2年
1928昭 和3年

1929昭 和4年
1930昭 和5年

1931昭 和6年
1932昭 和7年

1933昭 和8年
1934昭 和9年

1935昭 和10年
1936昭 和ll年

1937昭 和12年
1938昭 和13年

1939昭 和14年
1940昭 和15年

1941昭 和16年
1942昭 和17年

1943昭 和18年
1944昭 和19年

1945昭 和20年
1946昭 和21年

1947昭 和22年
1948昭 和23年

1949昭 和24年
1950昭 和25年

1951昭 和26年
1952昭 和27年

1953昭 和28年
1954昭 和29年

1955昭 和30年
1956昭 和31年

1957昭 和32年
1958昭 和33年

1959昭 和34年
1960昭 和35年

1961昭 和36年
1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年

1966昭 和41年
1967昭 和42年
1968昭 和43年

1969昭 和44年
1970昭 和45年

1971昭 和46年
1972昭 和47年

1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年

1976昭 和51年
1977昭 和52年

1978昭 和53年
1979昭 和54年

1980昭 和55年
1981昭 和56年

1982昭 和57年
1983昭 和58年

1984昭 和59年
1985昭 和60年
1986昭 和61年

1987昭 和62年
1988昭 和63年
1989平 成1年

1990平 成2年

1991平 成3年
1992平 成4年
1993平 成5年

1994平 成6年

615086
6040264

8320207
8790228

10100
11000958

11200741

9370668
13500944

115001010
10700
122001480

144001710
166001510

166001740
162001690

164001560
195002090

228002310

219002370
207002100

182001850
185001930
217002780

248004610
252004250

259005090
229004100

215004420
228005250

209004520
229004950

214004610
203004930

213005060
315007100

311006860
290007130

245005420
257006920

258007620
234006470

205005360
191005750
191005300

272009680

275009750
270008930

207005970
250007660

3290011800
261009020

207007300
191006470

161005290
139005030

147005050
133005000

118002900
118003710

123002740
125002730

116001890
114002010

119002600
92601720

89101990

93802100
81901940

61701520
49401220
40501380

41701960
31201480

31801580
47401480

103001600
145002250

114002660

71101550
45201140

66201540
8260952

5080712
4540682

3380570
3800510

2720398
2420342
2710492

3120367
3270347
4170570

4930467

6910536
6830637
5720619

6210492

6410584

7264g
lOOlO69

55279

93102g
lO59

100959
5528g

lO9899
106108g

ll7799
1059
115909

81739
13383g

l3286g

l24109g
ll5809

4037g
l251029

131116g
ll71199

1231169
80939

9991g
lO345g

l26117g
lO31039

9981g
IO493g
l31179

8073g
Il61019

851059

991029
1141139

72629
34459

1101049
66749

46509
8162g
l211329

96103g
lO3979

80699

85569
93879

88849
81889

53519
80929

47449
73729

60569
93979

951069
1011139

80849
52699

1071139
78809

8880g
lO5111g

lO2107g
llOll49

1021159
97101g

lO71139

6968g
lO41189

91989
1441669
130131g

l21122g
l25126h

lO999h
l15102h

101131h
ll6121h

lOll25h

l241541
1111191

971451
1021471

88751
621071
1031191

971081
1101591

101941
921081

77701
104871

941031
981151

941061
87711

84701
1131211

1995(平 成7)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料なし
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表2玉 蜀黍の作付面積と収量
年 年次 北髄 の鮒緬 積(la)十勝の1乍付け面積(ha)北海道の収量(kg,'a)十勝の収量(kg/a)出 典

1896明 治29年

1897明 治30年
1898明 治31年

1899明 治32年
1900明 治33年

1901明 治34年

1902明 治35年
igO3明 治36年

1904明 治37年
1905明 治38年
1906明 治39年

1907明 治40年
1908明 治41年

1909明 治42年
1910明 治43年

1911明 治44年

1912大 正1年
1913大 正2年

1914大 正3年
1915大 正4年

1916大 正5年
1917大 正6年

1918大 正7年
1919大 正8年

1920大 正9年
1921大 正10年

1922大 正ll年

1923大 正12年

1924大 止13年

1925大 正14年

1926昭 和!年
1927昭 和2年

1928昭 和3年
1929昭 和4年

1930昭 和5年
1931昭 和6年

1932昭 和7年
1933昭 和8年

1934昭 和9年
1935昭 和10年

1936昭 和ll年
1937昭 和12年

1938昭 和13年
1939昭 和14年

1940昭 和15年
1941昭 和16年

1942昭 和17年
1943昭 和18年

1944昭 和19年

1945昭 和20年
1946昭 和21年

1947昭 和22年
1948昭 和23年
1949昭 和24年

1950昭 和25年
1951昭 和26年

1952昭 和27年
1953昭 和28年

1954昭 和29年

1955昭 和30年
1956昭 和31年

1957昭 和32年
1958昭 和33年

1959昭 和34年
1960昭 和35年

1961昭 和36年
1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年
1966昭 和41年

1967昭 和42年
1968昭 和43年

1969昭 和44年
1970昭 和45年

1971昭 和46年
1972昭 和47年

1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年

4030

4640

6500
10600

9720
9000

10400
10500

13000
14100

14100
15900

17800
15300

19000
19200

21200
22400

22900

22800
23500
20400

21200
25100

23900
26300

21800
21700

22100
20300

19100
18400

17700
17200

16300

16600
16000

18100
20000

19800
20700

22200
25200

22800
24900

29000
28600

31300
25400

19400
17500

14400
16700

23100
16100

13700
17200

15500
14400

14800
16400

15200
15400

14500

13400
13400

13300
12900

12000
10700

9040
7690

6350
5020

3780
2610

2090
1480

1330
1080

136
425

579
641

607
646

495
1200

1220
1230

807
1420

1540
1790

2060
1900

2540

2560
2350

2350
2540

2180
2440

2720
2860

2670
2250

1960
1930

1620
1490

1420
1400

1400
1410

1980
1640

1890
2080

2160
2580

2620

3360
2800
3250

6000

6130
7290

6920
4180

3770
3430

3530
4090

2600
2460

3080
2500

1960
1940

1920
1660

1890
1560

1620
1700

1650

2010
1920

1720
1460

1380
1120
1010

725
506

393

250
204

293

1691849
221332g

l48859
2381509

2101339
201227g

l46219g

l441799
1592199

2262019
2231459
224159g

l941509
2121829

2261559

2191759
2091569

69359
2252019

220184g
l922249

205185g
l83155g

l911499
1871439

2082089
155149g

l64144g
l77159g

l95165g
l28107g

l84181g
l521669

158169g
l811939

85779

8275g
l84203g

l39155g
ll791g

l691509
190211g

l55198g
l70186g

l291669
133499

134159g
l36173g

l501789

5517g
ll71529

8689g
l24140g

lO7134g
l74222g
l66201g

l79215g

l351619
901199

203284g
l26160g

l811879
2102599

2032519
2132689

2524089
2023369

241330g
l50939

2162929

1632049
2764229
2603679

2313279
240369h

201245h
261385h

247389h
241342h

255350h

1976(昭 和51)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料なし
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表3サ イレージ用玉蜀黍の作付面積と収量

年 年次 北海道の鮒 け面積(ha)十勝の鮒1埴 積(ha)北海道の収量(㎏/a)十勝の収量(kg/a)出 典

1896(明 治29)年 ～1974(昭 和49)年 の間は資料なし

1975昭 和50年

1976昭 和51年
1977昭 和52年
1978昭 和53年

1979昭 和54年
1980昭 和55年

1981昭 和56年

1982昭 和57年
1983昭 和58年

1984昭 和59年
1985昭 和60年

1986昭 和61年
1987昭 和62年

1988昭 和63年
1989平 成1年

1990平 成2年
1991平 成3年

1992平 成4年
1993平 成5年

1994平 成6年

35500
38100

41900
47600

52500
53500

51700

52900
52400

48200
47400
46800

44600
42300

41800
42000

41600

40900
40900

38400

17000
17900

19700
23200

24600
23800

21700
22200

22100
21800

21000
20500

20100
18800

18700
18600

18100
17700

17400

16300

4870
4510

5150
5590

5380
4980

4100
5090

3690
5220

5330
5090

5100
5050

5040
5360

5290
4940

4380

5310

4880
4480

5160
5890

5750
5010

3780
5130

3230
5470

5210
4960

4880
4910

4960
5180

5060
4680

3970

5230

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I

I

1995(平 成7)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料なし
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表4大 豆の作付面積と収量

年 年次
1896明 治29年
1897明 治30年

1898明 治31年
1899明 治32年
1900明 治33年

1901明 治34年

1902明 治35年
1903明 治36年

1904明 治37年
1905明 治38年

1906明 治39年
1907明 治40年

1908明 治41年
1909明 治42年

1910明 治43年
1911明 治44年

1912大 正1年
1913大 正2年

1914大 正3年
1915大 正4年

1916大 正5年
1917大 正6年

1918大 正7年

1919大 正8年
1920大 正9年
1921大 正10年

1922大 正ll年
1923大 正12年

1924大 正13年
1925大 正14年

1926昭 和1年
1927昭 和2年

1928昭 和3年
1929昭 和4年

1930昭 和5年
1931昭 和6年

1932昭 和7年
1933昭 和8年

1934昭 和9年
1935昭 和10年

1936昭 和ll年
1937昭 和12年

1938昭 和13年
1939昭 和14年

1940昭 和15年
1941昭 和16年

1942昭 和17年
1943昭 和18年

1944昭 和19年
1945昭 和20年

1946昭 和21年

1947昭 和22年.
1948昭 和23年

1949昭 和24年
1950昭 和25年

1951昭 和26年
1952昭 和27年

1953昭 和28年
1954昭 和29年
1955昭 和30年

1956昭 和31年
1957昭 和32年

1958昭 和33年

1959昭 和34年
1960昭 和35年

1961昭 和36年
1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年
1966昭 和41年

1967昭 和42年
1968昭 和43年

1969昭 和44年
1970昭 和45年

1971昭 和46年
1972昭 和47年

1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年
1976昭 和51年

1977昭 和52年
1978昭 和53年

1979昭 和54年
1980昭 和55年

1981昭 和56年

1982昭 和57年
1983昭 和58年
1984昭 和59年

1985昭 和60年
1986昭 和61年

1987昭 和62年
1988昭 和63年

1989平 成1年
1990平 成2年
1991平 成3年

1992平 成4年
1993平 成5年

1994平 成6年
1995平 成7年

1996平 成8年

北海道の鮒 け酵(ha)十 勝の作付け面積(ha)北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典

15700412
169001190

228002860
244001820
292004300

387004850
411007390

390009880
4100011700

4270012700

4360011100
5790016700

7770020500
7440022300

7690019800
7580023500
7700025600

7870027300

7950028000
8400032900

8380029400
5680015800

5250013700
6630018600

10200030700
11060025800

9490023700
8320021900

7460022100
6660018500

7460022100
7490023400
7830026300

7620027800
8020029900

8820035800

8310035400
7050027400

8530036700
8410039400

8000038200
8360042200

8560043600
8210040200

8550040100
7620036100
6550029000

6990034000
6430032200

4450022000

5000022600
4790022000

5300025900
6590030100

8610035400
8760037200

7650031400
8450034600

9540043800
6890031300

8390040700
7270038000

6720036500
7810043400

6800041000
6260039400

5930037800
4880031400

4550030000
3290021400

2710018500
2020014500

1610011800
114008220

100007420
126008910

1430010300
1750012500

2140015200
1710014000

1660012700
1340010500

2030015000

2230014000
2310012600

190008530
155005530

153005570
150006070

213009190
237008920
180006530

153005960
124003440

127003660
175007090
111003690

76102480
67402170

96203040
114003480

88819
1091399

7875g
l35344g
l431619

120999
6465g

l24139g
l22171g

lO898g
ll61319

1201129

99759
101102g
lO587g

ll21069
94679

3435g
l30128g

l23110g
ll41149

117989

10598g
lO585g

lI4519
1171199

87859
91889
891119

1301289
7374g

l231389
98118g

lO8120g
l281359

53529
3423g

l281389
66789

49479
9086g

l261359
106114g

ll61109
72529

27119
109126g
l25147g

l221409

3725g
l121329

75789
1041089

98989
141154g

l191289
1271379

961079
4546g

l491659
8295g

ll71189
1411459

145151g
l59173g

l73185g
l37147g

l491559
54419

1301369
6857g

l70177g
l61166g

l37142g
l62173b

100101b
l76182b

l82193b
l80189b

l95206b
l82195b

l79186b

277305b
208233b

l65159b
146143b

212198b
l6189b

267272b
255251b
218197b

201190b
l94146b

252252b
260245b
219172b

l85159b
ll229b

266292b
233232b

l92174b

1997(平 成9)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料な し



表5小 豆の作付面積と収量
年 年次
1896明 治29年

1897明 治30年
1898明 治31年

1899明 治32年
1900明 治33年

1901明 治34年
1902明 治35年

1903明 治36年
1904明 治37年

1905明 治38年
1906明 治39年

1907明 治40年
1908明 治41年

1909明 治42年
1910明 治43年

1911明 治44年
1912大 正1年
1913大 正2年

1914大 正3年

1915大 正4年
1916大 正5年

1917大 正6年
1918大 正7年

1919大 正8年
1920大 正9年

1921大 正10年
1922大 正ll年

1923大 正12年
1924大 正13年

1925大 正14年
1926昭 和1年

1927昭 和2年
1928昭 和3年

1929昭 和4年
1930昭 和5年
1931昭 和6年

1932昭 和7年
1933昭 和8年

1934昭 和9年
1935昭 和10年

1936昭 和11年

1937昭 和12年
1938昭 和13年

1939昭 和14年
1940昭 和15年
1941昭 和16年

1942昭 和17年
1943昭 和18年

1944昭 和19年
1945昭 和20年

1946昭 和21年
1947昭 和22年

1948昭 和23年
1949昭 和24年

1950昭 和25年

1951昭 和26年
1952昭 和27年

1953昭 和28年
1954昭 和29年

1955昭 和30年
1956昭 和31年

1957昭 和32年
1958昭 和33年
1959昭 和34年

1960昭 和35年
1961昭 和36年

1962昭 和37年
1963昭 和38年

1964昭 和39年

1965昭 和40年
1966昭 和41年

1967昭 和42年
1968昭 和43年

1969昭 和44年
1970昭 和45年

1971昭 和46年
1972昭 和47年

1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年
1976昭 和51年

1977昭 和52年
1978昭 和53年

1979昭 和54年

1980昭 和55年
1981昭 和56年

1982昭 和57年
1983昭 和58年

1984昭 和59年
1985昭 和60年

1986昭 和61年
1987昭 和62年
1988昭 和63年

1989平 成1年
1990平 成2年
1991平 成3年

1992平 成4年
1993平 成5年

1994平 成6年

1995平 成7年
1996平 成8年

北海道の鮒 け面積(la)十勝の作付}緬積(ha)北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典

16800170
18200296

19800335
28800364
30100609

33700365

33100745
34200682

34900739
342001150

384001180
446002310

459001800
442002800

521006670
500006810
492006690

527006180
437004010

446006980

4470011000
3870012300

3440011400
4180015900

5350018300
6820022700

6200018800
5700016600

5410013600
5380014000

4920015000
4330012000

4660013700
4460015900
4670018600

5290022200
5560023400

5060020100
5660025000

4640018000
222003770

240004360

228005390
195004980

213005360
3000014200
185007280

173007210
123005100

87202950
96202610

103003190
107003410

132003800

196004860
3230010900

4380015700
4530016400

4910015700
4890011500

6590019400
5310016700

5510019500
6130021100
6050023400

6800027600
6430026600

5230023900

5760027700
4420020500

5900030600

5280025900
4640023200

4390022000
4380022500
5360027300

6640026100
6530021300

6110017100
4670012300

3530014300
3910012900

3410014100

3600016300
2990013800

273009150
3710013200

4450017500
4170012800

3770014600
3400013400

3850015000
3950015000
3990014900

4040015200
3220010900

2960010900
3300013200

3510013900
3400013700

3160012800

931159
981259

91469
1391959

153111g
ll11289

7956g
l42959

911939
127999

129132g
ll81299

89959
115125g

l381039
111123g

ll9659
26209

131155g
l351359

109140g
l351339

122125g

lO6103g
l2885g

l391329
99929

99699
1221189

1471409
6142g

l361429
911239

121121g
l441499
60469

37299
1521579

72539

49239
11183g

l501629
981199

1311269
91569

354g
l27134g
l321359

1251289

36479
1021129

6958g
lO51149

93104g
l401619

116126g
l451709

81759

5034g
l501759

5645g
l10959
137136g

l391419
163194g
l721839

114126g

l411409
48189

1201109

60369
175176g

l41127g
llgllO9

155162b
7451b
l74164b

l74178b
l64148b

l34145b
ll186b

l63158b

216240b
l80203b

l2694b
l10116b

l93202b

8814b
205241b
202210b

l96198b
l82177b

l86180b
206224b
238267b

219229b
l66164b

10044b
216236b

229266b
l96216b

1997(平 成9)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料なし
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表6菜 豆の作付面積と収量
年 年次 北海道の作付け面積(la)十勝の作付1埴積(ha)北海道の収量(kg/a)十 勝の収量(kg/a)出 典

1896明 治29年

1897明 治30年
1898明 治31年

1899明 治32年
1900明 治33年

1901明 治34年

1902明 治35年
1903明 治36年
1904明 治37年

1905明 治38年

1906明 治39年
1907明 治40年

1908明 治41年
1909明 治42年

1910明 治43年
1911明 治44年
1912大 正1年

1913大 正2年
1914大 正3年

1915大 正4年

1916大 正5年
1917大 正6年

1918大 正7年
1919大 正8年

1920大 正9年
1921大 正10年

1922大 正11年

1923大 正12年
1924大 正13年

1925大 正14年
1926昭 和1年

1927昭 和2年
1928昭 和3年

1929昭 和4年
1930昭 和5年
1931昭 和6年

1932昭 和7年
1933昭 和8年

1934昭 和9年

1935昭 和10年
1936昭 和11年

1937昭 和12年
1938昭 和13年

1939昭 和14年
1940昭 和15年

1941昭 和16年
1942昭 和17年

1943昭 和18年
1944昭 和19年

1945昭 和20年
1946昭 和21年

1947昭 和22年
1948昭 和23年

1949昭 和24年
1950昭 和25年

1951昭 和26年

1952昭 和27年
1953昭 和28年

1954昭 和29年
1955昭 和30年

1956昭 和31年
1957昭 和32年
1958昭 和33年

1959昭 和34年
1960昭 和35年

1961昭 和36年
1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年

1966昭 和41年
1967昭 和42年

1968昭 和43年
1969昭 和44年

1970昭 和45年
1971昭 和46年

1972昭 和47年
1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年
1976昭 和51年

1977昭 和52年

1978昭 和53年
1979昭 和54年

1980昭 和55年

1981昭 和56年
1982昭 和57年

1983昭 和58年
1984昭 和59年

1985昭 和60年
1986昭 和61年
1987昭 和62年

1988昭 和63年
1989平 成1年

1990平 成2年
1991平 成3年
1992平 成4年

1993平 成5年
1994平 成6年

7840
3410

3920
5240

9520
6480

7060
6320

7280
8020

8240

11100
11500
10700

13600
18000

21400
26000

30400
34300

54500

104600
135000

107400
57900

54100

67100
59800

51100
56600

58600
56500

58700
76800

91500
76800
74700

85700

75500
75700

80500
83200

79900

88200
90300
60600

51600
39400

20100
12200

16000
16100

19500

22500
33100

38900
50500

62800
79700

89700
75400

81700
92800
90200

78000
67900

74600
86200

79100

83400
83200

72200

61300
57200

67500
56200
47700

39700
38400

40000
42700

39900
23100

17800

20000
23100

27100
25600

26900
20800

17900
18000
17500

21300
20300
17800

15400

15000
17400

166
353

90
403

735

1730
1230
896

900

808
891

1560
1400

1270
1970

2040
1640

2390
3150

3110
8120

28700

34900
25700

12500
14200

21800
19400

17700
24100

26700
26200

28500
43700

50400
42200

42100
54300

50300

51300
54500

50600
51600

58800
55800

37400
31600

25300
12700

6640
8090

8850
10900

12300

14600
21400

30300
37500

45100
52700

48000
50000
53200

51700
45900

39800
43700

53100
47800

51300

51700
45100

38400
35900

44700
33400

26800
21300
20900

22800

26000
24500

13000
10900

14400

17100
19300

17900
18000

14300
12400
12900

12400
15700
14300

12800
10900

10600
13000

40
117

81

119
148

155
80

138
111

139
132

124
111

130
141

128
137

70
135

135

116
131

107
87

97

132
100

113
115

125
85

114
99

111
131

67
38

123
84

56

75
136

105
103

83
54
118

92
103

32

101
78

93
90

138

118
138

97
85

150
91
120

148
152

168
176

122
146

88
151

88

156
160

163
175

149
192
185

175
158

185

201
208

211
150

145

203
116

212
197

207
194
186
157

148
232

205
162

95

9
1219
1099

1199
1419

2099

549
969
1399

949

1629
104g

lOOg
lO39

999
1089

989
479

1249
1139

1199

1209
949

739
649

1339

999
1069
1169

1279

949
1189

111g
llOg
l319

659
41g

ll99

799
549

569

1319
1079

909
629

479
1229
879

1039
189

889

819
969

929
1539

1179

1419
969

101g
l539

939
111g
l449

1429
1669

1689
1239

1389
779

1449

719
147g

l479
155g

l68h
l40h

171h
l82h
l52h

l43h
l901

1881

2051
2191

1361
1391

1951

981
2291
2001

1981
1911

1821
1591
1301

2271
2121

1511
941

1995(平 成7)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料な し
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グラフで見る十勝農業の歴史(4)

表7豆 宛豆の作付面積と収量

年 年次
1896明 治29年

1897明 治30年
1898明 治31年

1899明 治32年
1900明 治33年

1901明 治34年
1902明 治35年

1903明 治36年
1904明 治37年

1905明 治38年

1906明 治39年
1907明 治40年
1908明 治41年

1909明 治42年

1910明 治43年
1911明 治44年

1912大 正'1年
1913大 正2年

1914大 正3年
1915大 正4年

1916大 正5年
1917大 正6年

1918大 正7年
1919大 正8年

1920大 正9年

1921大 正10年
1922大 正11年

1923大 正12年
1924大 正13年

1925大 正14年

1926昭 和1年
1927昭 和2年

1928昭 和3年
1929昭 和4年

1930昭 和5年
1931昭 和6年

1932昭 和7年
1933昭 和8年

1934昭 和9年
1935昭 和10年
1936昭 和ll年

1937昭 和12年

1938昭 和13年
1939昭 和14年

1940昭 和15年

1941昭 和16年
1942昭 和17年

1943昭 和18年
1944昭 和19年

1945昭 和20年
1946昭 和21年
1947昭 和22年

1948昭 和23年

1949昭 和24年
1950昭 和25年

1951昭 和26年
1952昭 和27年

1953昭 和28年

1954昭 和29年
1955昭 和30年

1956昭 和31年
1957昭 和32年

1958昭 和33年
1959昭 和34年

1960昭 和35年
1961昭 和36年
1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年
1966昭 和41年

1967昭 和42年
1968昭 和43年

1969昭 和44年

1970昭 和45年
1971昭 和46年

1972昭 和47年
1973昭 和48年

1974昭 和49年
1975昭 和50年

北海道の鮒け面積側 十勝の作付1ナ面積(ha)北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典

48372
8981

10805
139019

141023
164010

20703
221031

376013
291048

502058

629060
631096

6110114
7740210

10900451
17400476

23800923
26400955

277001210
354001880

747005580
543004160

680006610
267005200

161002720

330006810
356008640

348008650
283009120

2930010200
3870014400

4500017200
4050015200

2610010700
3290014900

4020019900
4130020900

4250020000
4670021200

3880017500
2960013900

216009990

209008520
170007100

62302680
30201110

24001170
1480837

819264
21701410

29301790
31601950

32701370
72202150

80204110

87104430
59202530

88104200
176006510

122005100
105004100

73701740
84701170

140001610
108001550
7250848

4750766
4500708

4260689
4820990

4260906

3690827
3190561

3930566
3520680

3000572
2330379

2090409
1770316

llOl369

79919
93859

139217g
l58143g

l211909
9234g

l491269
64172g

l501299
1211699

1331129

96156g
l131119

141999
123122g

l42101g
lO1949

127127g
l21909
113100g

llllO99

99929
881159

8038g
l251229

97909
1191059

961009

10081g
l16112g

ll21019
98909

1021069
1281299

101999
59649

9384g
l281199
73639

75659

8065g
lO9889

87679
85679

65439

97939
85839
85799

63519
81799

64619
94959

89929
117100g

l27116g

l26116g
ll4959

122120g
l311069

6973g
ll683g

l50130g
l58122g

l42134g
l60128g
ll21299

148132g
l2058g

l51143g
lO269g

l53142g
l67136g

l53139g

l57147h
l28106h

l75146h
170148h

170129h
l49140h

1976(昭 和51)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料なし
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